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伊 根 町 プロジェクト
― 観光と共存する集落の生活像を再編する実践と提案 ―

00. 海側の「伊根の舟屋」で知られる伊根町

　京都府伊根町伊根浦。海に迫り出す「伊根の舟屋」の景観で知られるこの町は、重要伝統的建

造物群保存地区（以下、重伝建）に指定されて以降、国内外から注目を集める観光地となっている。
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防災備蓄庫

「伊根の蔵」
子どもたちが食べる
伊根の将来を考える

01.  海から山へ、舟屋－主屋－蔵の分散所有の集落構造

　本来の伊根浦は、海側の「舟屋」、表通りを挟んだ中腹の生活拠点である「主屋」、山裾の「蔵」

という 3 つ機能を持つ建物を、海から山へと分散して所有する独自の集落構造を有している。

　しかし現在、漁業機能の移転により舟屋は本来の生業としての役割を失い、観光利用が集中す

ることでオーバーツーリズムが発生している。一方で、生活の中心である主屋は人口減少・高齢

化に伴い空き家化が進行し、蔵も住居そのものの防火・防犯性能の向上により貯蔵としての役割

を失い、その多くが放置された状態にある。結果として、海側に観光が偏在し、山側の生活基盤

が希薄化するという、集落構造のバランス崩壊が進行している。

　実践と提案を横断する形で進めている本プロジェクトは、海側の舟屋のみならず、山側の主屋

と蔵を含めた集落全体の生活像を更新しながら持続させていくことを目的としている。

伊根町伊根浦　配置図　S=1:1000 山裾に連なる「蔵」

海と山の中腹に位置する「主屋」
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生活環境
空き家化の増加
人口減少の加速
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02. 「伊根の杜」―主屋の再生と蔵群への接続

　この課題に対し、山側に位置する重伝建の主屋を改修し、観光機能ではない、地域住民の生活環境を向上させるた

めの文化振興・多世代交流施設「伊根の杜」を整備した。京都工芸繊維大学木下昌大研究室がプロポーザルを担当し、

その後木下准教授が主宰するキノアーキテクツにより設計を行っている。

　図書館機能を内包する本施設では、背後の蔵群に呼応するように二棟の「本の蔵」を増築し、下屋によって接続した。

これにより、伊根固有の空間構成を敷地内に再編し、地域住民、とりわけ子どもたちの文化的な居場所を創出している。

閲覧スペース
（下屋）

閲覧スペース
（下屋）

土間

事務室

多目的
WC 倉庫

倉庫

WC
WC

主屋
蔵

N

「伊根の杜」主屋外観

主屋 2 階から、山に向かって増築した 2 棟の蔵を望む主屋 2 階から、山に向かって増築した 2 棟の蔵を望む

閲覧スペースとなる下屋内観閲覧スペースとなる下屋内観

本の蔵内観

山裾の既存蔵群側から見た本の蔵外観山裾の既存蔵群側から見た本の蔵外観



03. 山裾の蔵群の再生と里道の再編への展開

　　　　-「伊根の蔵」改修プロジェクト -

03-1. 下屋の解体と半屋外空間の創出、里道への開放

　「伊根の杜」開館後、背後に位置する「伊根の蔵」に対して京都工

芸繊維大学木下昌大研究室による自主設計施工による改修プロジェク

トを開始した。

　まず、蔵に付随する下屋の土壁を解体し、その土を再利用して土間

空間を整備することで、下屋を半屋外空間として再生した。これを里

道の延長として開放することで、伊根の杜から既存生活動線である里

道が下屋を介して接続した。さらに、下屋内にテーブルや椅子を製作・

設置し、「伊根の杜」の拡

張スペースとして飲食可能

な場所を創出した。

　これにより、子どもたち

が伊根の杜で学び、下屋で

食事をとり、里道を通って

公園へ向かい遊ぶといっ

た、山側における安全で連

続した生活動線を、里道を

再生しながら新たに形成し

ている。

「伊根の杜」
子どもたちが学ぶ
文化振興・多世代交流施設 （図書館）

（主屋の改修 / 蔵の新築）「伊根の杜」
子どもたちが学ぶ
文化振興・多世代交流施設 （図書館）

（主屋の改修 / 蔵の新築）

「伊根の蔵」
子どもたちが食べる
伊根の将来を考える

（蔵の改修）「伊根の蔵」
子どもたちが食べる
伊根の将来を考える

（蔵の改修）

防災備蓄庫（既存）防災備蓄庫（既存）

公園（既存）

子どもたちが遊ぶ
公園（既存）

子どもたちが遊ぶ

公民館（既存）

祭りの会場
地区の集会

公民館（既存）

祭りの会場
地区の集会

里道と山裾の蔵群（既存再生）

生活路地と空き蔵の文化的再生
里道と山裾の蔵群（既存再生）

生活路地と空き蔵の文化的再生

配置図　S=1:500
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車道
観光動線となり交通量が多く危険

改修前の「伊根の蔵」と附属する下屋を里道から望む
奥に見える白と茶色の外壁の蔵が「伊根の杜」

改修前の「伊根の蔵」と附属する下屋を里道から望む
奥に見える白と茶色の外壁の蔵が「伊根の杜」

里道を駆け抜け、改修した「伊根の蔵」の下屋
へと向かう子どもたちの様子

「伊根の蔵」の下屋から「伊根の杜」を望む
下屋の壁を解体し、里道の一部となること

で、伊根の杜へ接続した「伊根の蔵開き（※後述）」当日に、下屋の飲食スペースでピザを食べている様子

「伊根の蔵開き（※後述）」当日に、下屋の
飲食スペースでコーヒーを飲んでいる様子

「伊根の蔵開き（※後述）」当日に、蔵の
そばに設置したピザ窯でピザを焼くため、

子どもたちが並んでいる様子
里道を駆け抜け、改修した「伊根の蔵」の下屋

へと向かう子どもたちの様子

「伊根の蔵」の下屋から「伊根の杜」を望む
下屋の壁を解体し、里道の一部となること

で、伊根の杜へ接続した「伊根の蔵開き（※後述）」当日に、下屋の飲食スペースでピザを食べている様子

「伊根の蔵開き（※後述）」当日に、下屋の
飲食スペースでコーヒーを飲んでいる様子

「伊根の蔵開き（※後述）」当日に、蔵の
そばに設置したピザ窯でピザを焼くため、

子どもたちが並んでいる様子

井戸

舟屋

主屋

蔵



コモン
スペース

ピザ窯

公民館
「伊根の蔵」断面図　 S=1/100

下屋

　半屋外化し里道ヘ解放
　飲食スペース

飲食
スペース

２階

　通常時　：古材ストックスペース
　蔵開き時：展示スペース

１階

　コモンスペース

屋外

　ピザ窯

改修した「伊根の蔵」2 階
　通常時には回収した古材や小道具のストックスペースとして活用しつつ、「伊根の蔵開き（＊後述）」の際には、研究室による伊根町での活動・研究成果を展示する空間として地域住民へ開放している。
　改修前は、床が各所で抜け落ち、歩行も危険な状態であったが、町内で回収した古材を活用して床を貼り換えた。異なる場所から集められた古材それぞれの特性を活かしながら丁寧に接合することで、
素材ごとの色合いや歪みが重なり合う空間となっている。また、展示台についても回収した小道具を再利用して製作しており、展示空間そのものが、伊根町における資源循環と生活の痕跡の継承を
体現する場となっている。

改修した「伊根の蔵」１階
　地域住民とともに伊根町の将来について議論するコモンスペースとして整備した。
　改修前は床の腐朽が進行していたため、その一部を解体することで、コモンスペースとして必要な天井
高を確保した。一方で、入口側の床は補強を施したうえで残し、蔵内部に縁側のような空間を創出している。
住民はこの縁側に腰掛けながら、伊根町全域を俯瞰する模型やスクリーンを囲み、伊根町の将来像につい
て対話を重ねる。また、縁側に設置した座布団には、かつて漁業で使用されていた釣り糸巻きを再利用す
るなど、空間を構成する要素そのものに、地域の生業の記憶を継承している。

改修した「伊根の蔵」下屋
　蔵に付随する下屋は、里道の延長として常時開放され
る半屋外空間であり、「伊根の杜」の飲食スペースとして
も活用されている。
　既存の土壁を解体することで、竹小舞から光が漏れる
開放的な空間へと再編し、解体した土壁の土を再利用し
て土間を整備した。これにより、下屋は単なる付属空間
ではなく、人々が通り抜け、滞在する里道の一部として
機能している。また、内部の什器には町内で回収した古
材を再利用している。 改修前の「伊根の蔵」下屋

伊根の杜

伊根の蔵

里道

防災
備蓄庫

「伊根の蔵」1 階平面図　 S=1/250 ２階平面図　 S=1/250

展示
スペース

　　



伊根町内の主屋の改修に合わせて解体された下屋

大学での作業、運搬を考慮して半間ごとにユニット化

下屋の土壁の解体 土壁を再利用して土間を整備 古材を活用して飲食用の什器を設置 かつて漁業で使用していた釣糸巻 麻縄を巻き直して縁側の座布団に

古材を活用して 2 階床を貼り換え補強 古材ゆえの特性を活かした仕上がり 1 階既存床のを一部撤去し、縁側を内部に創出

解体建物・空き家から古材を改修

蔵周辺 … 伊根町内の解体建物・空き家から回収した古材や道具

蔵内部 … 古材・小道具を活用した蔵の修繕箇所

狭い里道を人力で運搬 回収した古材・古道具を整理・ラベリング 3D スキャンでアーカイブ・設計検討に活用

03-2. 伊根町内の解体材を活用した蔵の修繕

　蔵本体の改修では、町内で解体される建物から回収した古材や古道具を再利用した。

伊根町は重伝建地区に指定されているため、各所で絶えず「伊根らしい」景観にすべく修景工事が行われている。修景工

事は基本的に、建設当初の姿に復元することが求められるため、生活環境の変化に対応する形で後から増築した下屋は解

体される運命にある。

　研究室ではその過程で生じる解体材を蔵の修繕に再利用した。制度が集落全体の景観を保全する一方で、個々の建物に

おいては解体材を自主施工によって使い直し、そこに刻まれた生活の痕跡を別のかたちで引き継いでいく。単純に制度を

批判するのではなく、そうした往復のなかでこそ、「伊根らしさ」は継承されていくのではないかと考えて改修を続けている。

伊根町内の建物
建設当初

生活環境の変化に
合わせて下屋を増改築
（景観制度制定前）

景観制度に基づく修景では、
建設当初の姿への復元が求められる
増築した下屋は解体の対象となる



海

山

車道

2. マスタープラン

1. 多様な滞在期間を設定した移住プラン

移住者

/物販飲食飲食/物販

住居住居
運営運営

住居

お試し移住者

住居

アルバイト / 見習いアルバイト / 見習い

アルバイト / 見習いアルバイト / 見習い

運営

他旅館と連携

オーナー移住者 お試し移住者オーナー

不動産不動産

飲食 / 物販飲食 / 物販
運営運営

住居住居

旅館旅館運営

他旅館と連携

マンスリー
賃貸契約

仲介

（職住一体）
1 ～ 2 年毎 賃貸契約

人への補助金
（移住推進事業）

空き家情報
バンクの連携

建物への補助金
（伝建地区の修景事業）

国 伊根町

主屋主屋舟屋 蔵

主屋 主屋舟屋 蔵

利用利用 利用利用
利用利用

利用利用

共用風呂共用風呂

05.  将来像共有するためのマスタープラン提案

　「伊根の蔵開き」では、伊根町全体の将来像について地域住民との議論を重ねている。そこでは単に意見を

募るのではなく、研究室が構想した集落全体に及ぶマスタープランを提示したうえで、集落の将来像を共有

しながら対話を行っている。

　以下にその概要を示す本提案は、研究室が山裾で進めてきた主屋・蔵群およびそれらに沿う里道の再生を

基盤とし、その取り組みを将来的に海側の舟屋群へと展開することで、観光と共存しながら伊根町全体をど

のように再編していくかを示すマスタープランである。

　本提案は単なる空間改修などのハード提案にとどまらない。人口減少と高齢化によって空き家化が進行す

る一方、重伝建地区に指定されていることで容易に取り壊すことのできない建物群を活用し、移住から定住、

さらには就業までを見据えた運用スキームを構築している。具体的には、舟屋－主屋－蔵という各建物の特

性に応じて、観光による短期滞在、お試し移住による中期滞在、長期滞在から定住へと至る段階的な居住・

就業のあり方を設定し、多様な人々を受け入れる移住促進システムを集落全域に対して提案している。

　さらに、多様な人々を受け入れることで高密度化する集落に対し、研究室が進めてきた里道の再生を集落

全域へと展開することで、新たな動線や余白空間を形成し、人々の距離感を緩やかに調停するバッファとし

て機能させることを提案している。

　実践的な改修・再生活動と、将来に向けた設計提案の両者を横断的に展開し、それらを「蔵開き」を通じ

て地域へ発信することで、住民一人ひとりが伊根町の将来を自分ごととして捉える契機を生み出している。

04.  「伊根の蔵開き」―対話の場の創出

　改修した蔵では、伊根町での私たちの活動内容の展示・報告と、「伊根の蔵」さらには、伊根町全体の将来

のあり方を話し合う場として「伊根の蔵開き」を定期的に開催している。

2 階では生成 AI を活用した景観制度における住民自らによる決定プロセスを構築する研究の展示を行い、1

階では床の一部を撤去して縁側状の空間を設け、そこに腰掛けながら住民が模型や映像を囲みながら対話でき

る場を整備した。下屋の飲食スペースの整備も、この「蔵開き」での住民のからの要望を反映したものである。

グラデーショナルな町への参加

短期　　　　　　　　　　中期　　　　　　　　　　長期　　　　　　　　　　定住

観光客 お試し移住者 移住者 地域住民へ

→宿泊 / 飲食 →マンスリー賃貸 →賃貸 →売買

３. マスタープランを基に集落全域でスキーム構成

（職住一体）1 ～ 2 年毎 賃貸契約

（職住一体）1 ～ 2 年毎 賃貸契約

（職住一体）1 ～ 2 年毎 賃貸契約

（職住一体）1 ～ 2 年毎 賃貸契約

（職住一体）1 ～ 2 年毎 賃貸契
約

（職住一体）
1～2年毎 賃貸契約

（職住一体）1 ～ 2 年毎 賃貸契約

舟屋、蔵を新たに活用。case.E

case.I

case.S

他地区の
分散所有

（他所有者）

（他所有者）

（他所有者）

case.U

case.O

case.T

case.E

case.W

case.A

case.N

case.M（case.M-1,M-2,M-3 をはじめ、山側の蔵群のマスタープラン）
マンスリー賃貸契約

海上タクシー乗場

伊根町運営

case.G マンスリー

賃貸契約

上記賃貸契約
を仲介

移住者

移住者

移住者

移住者

移住者

移住者
（アーティスト）

移住者（建築士）

釣り舟体験で取れた魚を調理でき
るシェアキッチン調理することも、
料亭で調理してもらうことも可能。

主屋（海側）で商店を営
んでいたが現在は引退
し、主屋（山側）に住む。

両親がかつて主屋（海側）

で商店を経営していた
が死別して以降は未活
用のままであった。

数年前、主屋に住む 80 代女性の介護のために、舟
屋の一部に 50 代夫婦とその子供が U ターンした。
死別後に空き家となった主屋を貸し出す。

アーティストに工房 / ギャラリー付き住居として貸し出す。
アーティストの動線でもある中庭には作品が溢れ出す。

中庭にキッチンカーが訪れ、カフェの屋外
席や海上タクシーの待合場として賑わう。

かつて主屋 1 階で料亭を営んでいたが、現在
は引退し、舟屋の一部に自身が移り住む。

蔵のスケールが中長期滞在終活に伴い生活圏を縮小
したい高齢者が主屋から
移り住むことも可能。そ
の際には、空き家となっ
た主屋を貸し出す。

主屋（海側）で理容店を経営して
いたが、引退し蔵で生活圏を縮
小して暮らすことにした。

空き家となった主屋（海側）を貸し出す。

空き家となった
主屋を貸し出す。

建築士は、伊根町
立図書館を設計し
現在も学生と共に
伊根で精力的に活
動している大学教
授の教え子が独立。

近隣の旅館と連携し、
舟屋 1 階の風呂や足湯
を共同で使用。観光客
は舟屋群を繋ぐ新たな

「道」を歩きながら、風
呂を巡る体験を楽しむ。

伊根浦の地形特性によって生じる三角形余剰地を、
舟屋群を巡る新たな「道」へのアクセスとして活用。

舟屋 - 主屋の跡地を、車道から中庭や舟屋
内部を巡る「道」を繋ぐアクセスとして活用。

舟屋、主屋（海側）を新たに活用。

蔵を新たに活用。

舟屋、蔵を新たに活用。

舟屋を新たに活用。

設計事務所

住居

商店

工房 /

ギャラリー

商店

利用

利用

利用
利用

利用

利用

利用

利用

利用

見学 / 購入

利用利用

利用

利用

利用

利用

利用

利用

利用

利用

利用

料亭

住居

住居

運営

運営

運営

住居

商店運営

カフェ 住居

住居

住居

運営

手つかずのままである規模の大きい山側の元旅館を改装し、
中長期滞在者にシェアハウス形式で貸し出す。

上記のマスタープラン内の不動産。日帰り観光客にはカ
フェを、宿泊観光客には旅館、中長期滞在者にはシェアハ
ウス、移住希望者には不動産と、伊根へのグラデーショナ
ルな滞在者に居場所を提供。

運営

移住者

移住者

移住者

移住者

移住者

移住者
（アーティスト）

移住者（建築士）

設計事務所

住居

商店

工房 /

ギャラリー

商店

料亭

住居

住居

運営

運営

運営

住居

商店運営

カフェ 住居

住居

住居

運営

運営

お試し
移住者

住居

アルバイト / 見習い

アルバイト / 見習い

アルバイト / 見習い（他所有者の蔵に住む）

アルバイト / 見習い（他所有者の蔵に住む）

アルバイト / 見習い（他所有者の蔵に住む）

シェアハウス

お試し
移住者たち

お試し
移住者

住居

アルバイト / 見習い

アルバイト / 見習い

アルバイト / 見習い（他所有者の蔵に住む）

アルバイト / 見習い（他所有者の蔵に住む）

アルバイト / 見習い（他所有者の蔵に住む）

シェアハウス

お試し
移住者たち

料亭

オーナー

オーナー

オーナー

オーナー

オーナー

オーナー

オーナー

住居（50 代夫婦）
シェア

キッチン

旅館

住居（50 代）

共用足湯

旅館

旅館

旅館 住居（60 代）

旅館など

運営

運営

運営

料亭など

住居

不動産

他旅館と連携

他旅館と連携

共用風呂

他旅館と連携

他旅館と連携

他旅館と連携

カフェ

旅館

住居
（40 代夫婦＋子供達）

運営（妻）

夫は伊根漁港で働く

夫は町役場で働く

夫は町役場で働く

妻は福祉施設で働く

夫婦は小学校･中学校で教師として働く

運営（妻）

運営（夫）

運営（夫）

運営（妻）

場所提供

運営（妻）

運営

運営

釣り舟体験

住居
（40 代夫婦

＋子供）

住居
（70 代夫婦）

住居
（40代夫婦＋子供）

住居（40 代夫婦＋子供）

住居（50 代夫婦＋子供）

住居
（30 代夫婦

＋子供）
旅館

住居（60 代）

日用品店
運営

運営

オーナー

住居
（40代夫婦＋子供）

共用風呂

料亭

オーナー

オーナー

オーナー

オーナー

オーナー

オーナー

オーナー

住居（50 代夫婦）
シェア

キッチン

旅館

住居（50 代）

共用足湯

旅館

旅館

旅館 住居（60 代）

旅館など

共用風呂

運営

運営

運営

料亭など

住居

不動産

他旅館と連携

他旅館と連携

共用風呂

他旅館と連携

他旅館と連携

他旅館と連携

カフェ

旅館

住居
（40 代夫婦＋子供達）

運営（妻）

夫は伊根漁港で働く

夫は町役場で働く

夫は町役場で働く

妻は福祉施設で働く

夫婦は小学校･中学校で教師として働く

運営（妻）

運営（夫）

運営（夫）

運営（妻）

場所提供

運営（妻）

運営

運営

釣り舟体験

住居
（40 代夫婦

＋子供）

住居
（70 代夫婦）

住居
（40代夫婦＋子供）

住居（40 代夫婦＋子供）

住居（50 代夫婦＋子供）

住居
（30 代夫婦

＋子供）
旅館

住居（60 代）

日用品店
運営

運営

オーナー

住居
（40代夫婦＋子供） 既存路地で蔵

のお試し移住
者と繋がる。

（職住一体）1 ～ 2 年毎 賃貸契約

（職住一体）1 ～ 2 年毎 賃貸契約

（職住一体）1 ～ 2 年毎 賃貸契約

（職住一体）1 ～ 2 年毎 賃貸契約

（職住一体）1 ～ 2 年毎 賃貸契
約

（職住一体）
1～2年毎 賃貸契約

（職住一体）1 ～ 2 年毎 賃貸契約

舟屋、蔵を新たに活用。case.E

case.I

case.S

三角形余剰地

三角形余剰地

既存路地既存路地

他地区の
分散所有

（他所有者）

（他所有者）

（他所有者）

case.U

case.O

case.T

case.E

舟屋 - 主屋　跡地

case.W

case.A

case.N

case.M（case.M-1,M-2,M-3 をはじめ、山側の蔵群のマスタープラン）
マンスリー賃貸契約

海上タクシー乗場

伊根町運営

case.G マンスリー

賃貸契約

上記賃貸契約
を仲介

（職住一体）1 ～ 2 年毎 賃貸契約

（職住一体）1 ～ 2 年毎 賃貸契約

（職住一体）1 ～ 2 年毎 賃貸契約

（職住一体）1 ～ 2 年毎 賃貸契約

（職住一体）1 ～ 2 年毎 賃貸契
約

（職住一体）
1～2年毎 賃貸契約

（職住一体）1 ～ 2 年毎 賃貸契約

三角形余剰地

舟屋 - 主屋　跡地

マンスリー賃貸契約

マンスリー

賃貸契約

上記賃貸契約
を仲介

利用

利用

利用
利用

利用

利用

利用

利用

利用

見学 / 購入

利用利用

利用

利用

利用

利用

利用

利用

利用

利用

利用

伝
伝

伝

伝

伝

伝

伝

伝

伝

伝

伝

舟屋、主屋（海側）を新たに活用。



三角形型余剰地

三角形型
余剰地

舟屋-主屋
跡地

2F

2F

2F

case.E case.S

case.I

case.T

case.E

case.W

case.U

case.O

case.A

case.N

case.M

case.G

case.M-1

case.M-2

case.M-3

舟

舟

舟

舟

舟

舟

舟

舟

舟

舟

舟

舟

主

主

主

主

主

主

主

主

主

主

主

主

主

主

主

主

主

主

主

主

主

主

主

主

主

主

主

主 舟

舟

舟

主

主主

主

主

主

主

主 主

蔵

蔵

蔵

蔵

蔵

蔵

蔵

蔵

主 主 主 主

主 主 主 主

他

他

主

主

主

主

主

主

主

蔵

蔵

蔵

蔵

蔵

蔵

蔵

蔵

蔵

蔵

蔵

蔵

蔵

蔵

蔵
蔵

蔵

舟

case.E case.S

case.I

case.T

case.E

case.W

case.U

case.O

case.A

case.N

舟

舟

舟

舟

舟

舟

舟

舟

舟

舟

舟

舟

主

主

主

主

主

主

主

主

蔵

蔵

蔵

主

case.G

主

主 主 主 主 主

主 主 主 主

蔵

1F 料亭
2F 賃貸

賃貸 / カフェ

賃貸 / カフェ

賃貸 / 店舗

賃貸 / 店舗

1F 設計事務所
2F 賃貸

1F スタジオ
2F 賃貸

ギャラリー

オーナー / 不動産業

伊根町立図書館

日用品店（閉業）

日用品店（閉業）

日用品店

和菓子屋

バス停

レンタルサイクル置場

公園（観光用）

観光駐車場

信用金庫

共用井戸

公園（地域住民用）

公民館

防災倉庫

オーナー

5F オーナー

オーナー

オーナー / 日用品店

オーナー

オーナー

オーナー

2F オーナー

1F   料亭
2-4F 旅館

1F 共用風呂
2F 旅館

1F 共用風呂
2F 旅館

1F 共用足湯
2F 旅館

1F 釣り舟体験
2F 旅館

シェアキッチン

料亭

1F 海上タクシー乗場

旅館 / カフェ

旅館

1F 貸切風呂
2F 旅館

マンスリー賃貸

マンスリー賃貸

マンスリー賃貸

マンスリー賃貸

マンスリー賃貸

マンスリー賃貸

マンスリー賃貸

マンスリー賃貸

大学生中期滞在施設

中長期シェアハウス

オーナー

1F 料亭
2F 賃貸

賃貸 / カフェ

賃貸 / カフェ

賃貸 / 店舗

賃貸 / 店舗

1F 設計事務所
2F 賃貸

1F スタジオ
2F 賃貸

ギャラリー

オーナー

オーナー / 日用品店

2F オーナー

1F 共用風呂
2F 旅館

1F 共用風呂
2F 旅館

1F 共用足湯
2F 旅館

シェアキッチン

1F 海上タクシー乗場

旅館

1F 貸切風呂
2F 旅館

オーナー / 不動産業

オーナー

中長期シェアハウス

1F 釣り舟体験
2F 旅館

1F 料亭
2F 賃貸

賃貸 / カフェ

賃貸 / カフェ

賃貸 / 店舗

賃貸 / 店舗

1F 設計事務所
2F 賃貸

1F スタジオ
2F 賃貸

ギャラリー

オーナー / 不動産業

伊根町立図書館

日用品店（閉業）

日用品店（閉業）

日用品店

和菓子屋

バス停

レンタルサイクル置場

公園（観光用）

観光駐車場

信用金庫

共用井戸

公園（地域住民用）

公民館

防災倉庫

オーナー

5F オーナー

オーナー

オーナー / 日用品店

オーナー

オーナー

オーナー

2F オーナー

1F   料亭
2-4F 旅館

1F 共用風呂
2F 旅館

1F 共用風呂
2F 旅館

1F 共用足湯
2F 旅館

1F 釣り舟体験
2F 旅館

シェアキッチン

料亭

1F 海上タクシー乗場

旅館 / カフェ

旅館

1F 貸切風呂
2F 旅館

蔵

蔵
蔵

蔵

舟

マンスリー賃貸

マンスリー賃貸

マンスリー賃貸

マンスリー賃貸

マンスリー賃貸

マンスリー賃貸

マンスリー賃貸

マンスリー賃貸

大学生中期滞在施設

中長期シェアハウス

オーナー

1F 料亭
2F 賃貸

賃貸 / カフェ

賃貸 / カフェ

賃貸 / 店舗

賃貸 / 店舗

1F 設計事務所
2F 賃貸

1F スタジオ
2F 賃貸

ギャラリー

オーナー

オーナー / 日用品店

2F オーナー

1F 共用風呂
2F 旅館

1F 共用風呂
2F 旅館

1F 共用足湯
2F 旅館

シェアキッチン

1F 海上タクシー乗場

旅館

1F 貸切風呂
2F 旅館

オーナー / 不動産業

オーナー

中長期シェアハウス

12 5 15 25

お試し移住者

移住者

地域住民

観光客

主要提案以外の建物 / 地域住民

舟屋

建物形態

建物利用者

建物利用者

主屋

蔵

分散所有（主要提案地区:西平田地区）

分散所有（他地区）

他との所有関係不明 / 単独所有

伊根町伊根浦(西平田地区周辺)
集落全体平面図　S=1:150

蔵

主

舟舟 舟 舟

主

舟

主 主 主

蔵蔵 蔵 蔵

伊根の集落構造の変遷 .  車道は後から創出された

舟屋

海 海 海 海

主屋

蔵

中世 近世 近代 現代

主屋

中庭

蔵

舟屋

主屋

蔵

舟屋

主屋

蔵

舟屋

舟屋を
海へと曳家

中庭を
拡幅 / 車道化

山裾に蔵

車道沿いに
主屋

海に迫り出す
舟屋

元々一体であった
舟屋と主屋

中庭を介して
分棟化

車道が開通し、
舟屋が海へと前進

車道の両側に主屋が建つ

山裾の里道再生を展開し、
集落全域に多様な使い手を想定した道を再生 / 新設

修景に比較的抵触しない側面の操作により、
車道から離れた道を創出

パース

伊根浦の扇型の地形と長方形平面の羅列

↓

三角余剰地の発生

敷地奥の舟屋への
アクセスの出入口としてふるまう

修景作業が重要な海陸方向の二面

4. スキーム構成を空間設計として提案 多様な余剰地の集合、側面の操作によって生まれた中庭的な広場

「伊根の舟屋」の観光的景観

舟屋の新たな生業的
機能としての「湯舟」巡り

蔵群の新たな役割付与に伴う
「既存路地」の再生

「車道」の既存生活動線

「三角余剰地」
等で敷地奥へ

多様な人々が入り、
建物間が公共性を増し、

その連鎖として導かれた「道」

「伊根の舟屋」の観光的景観

舟屋の新たな生業的
機能としての「湯舟」巡り

蔵群の新たな役割付与に伴う
「既存路地」の再生

「車道」の既存生活動線

「三角余剰地」
等で敷地奥へ

多様な人々が入り、
建物間が公共性を増し、

その連鎖として導かれた「道」


